
 

 

附属学校最新情報紹介 

         

学校名 富山大学教育学部附属小学校 

役 職 PTA 会長 氏 名 米田篤史 

活動名  ランドセルと内履きの自由化‼ ～ 多様性の推進 ～ 

【 内 容 】 

 この度、50年以上前から富山大学教育学部附属小学校の低学年（1年生と 2年生）の指定ランドセルだった

黒川鞄店の「黄色いランドセル」を指定鞄から解除することになりました。この決定は、新型コロナウイルス

の影響でクロムブックが全児童に配布され全児童に配布されることになり、低学年児童に合わせて設計された

黄色いランドセルに合わなくなったことが大きな理由です。黄色いランドセルは、遠方から公共交通機関を使

って通う児童が多い附属小学校の先生からも何かトラブルが生じた際、ランドセルの色で附属の生徒かすぐに

判別できた、という利点もありました。新 1 年生が真新しい黄色いランドセルを小さな体に背負って歩いてい

る姿は富山の風景の一つでもあり、42 年前にこの黄色いランドセルを使用していた私としても苦渋の決断で

したが、これも時代の流れと割り切ることにいたしました。指定鞄から解除することになり、黒川鞄店も数量

の予測ができないものは作ることができない、と製造自体も終了することになりました。  

併せて、3 年生以上で指定されている皮のランドセルもそれ自体も重く、教科書やクロムブックを入れると

さらに重くなります。また日によって中身がほとんどないのに通学する際は指定のランドセルを使用しなくて

はいけないことも、使いづらいという声が多く上がってきました。近年は軽くて丈夫なランドセル型の鞄も出

てきたことから、学校側と PTA とで検討を重ねてルールを作り、児童がより快適な学校生活が送れるように

鞄も選択ができるようにしました。 

 同様に、甲高・幅広など個人差のある児童の足のサイズに合わせた内履きの選択も可能にしました。成長期

の児童にとってサイズの合わない内履きを無理して履くことは大きなストレスになっていたはずです。  

 

 

   
 



 

 

  
 

文字通り小さな一歩かもしれませんが、児童がより快適に学校生活を送るために身近なところから、ひとつ

ひとつ対応できることから変えていくことが、多様性を求められる世の中には必要だと思っております。 

 

 


